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兆兄市と能生町の地すべり

はじめに

昭和39年7月7日頃から約2週間裏目本一帯に雨が

降り続きとくに7月17目からは豪雨となって島根県

下および富山｡新潟県地方に洪水や山くずれなどの

多くの被害をもたらした.地質調査所では被災地域

の状況を把握するために直ちに調査員を現地に派遣した

カミ筆者らも調査班を編成し主として富山･新潟県下

の被災状況を見てまわったので被害のようす等につい

ては各種報導機関の発表にゆずっておもに地質と地す

べり･山くずれ等の山地災害について気のついた点を

以下書き留めておきたい.なお本稿を草するに当り

資料の提供やいろいろの便宣を受けた富山県氷見土木

出張所および能生町役場の関係諸氏に対し感謝の念

をささげる次第七ある.

1.富山県氷見市胡桃地区の地すベリ

この地区ではかつて天保年間明治43年に山が崩れ

たといわれておりその後も大正15年･昭和15年･昭和

23年としばしば地すべり現象が認められた.さらに

周辺部に目を転ずると明治37年3月に峠をへだてた石

川県側に大きな地すべりカミ発生し大正12年には北隣り

の国見地区の裏山にやはり大規模な地すべりが発生した

ことがあってその痕跡は今でも明りょうに認められる.

また昭和31年3月の城戸地すべりもごく最近のできご

ととして記憶に残っておりその模様は｢地質ニュｰス｣

No.蛎にも紹介されたこと秘勅る､

黒鰯和男1閥藍文

今回の地すべりは?月工船午前u時蝸分地元民か

らr山が動き恋した｣という報脊が関係当局に届いたの

が第至報であった｡それから五時閥後はは土石のか

たまりが人の走るよりももっと早い速度で胡桃の村落

に押し寄せ髄戸の住家を破壊してし襲った唖水田や

耕地の隆起･陥没もはなはだしく150ヘクタｰルの土

地の方丈に亀裂を生じるなどの被害があった.しかし

長雨が降り続いていた約1週間前からすでに危険を感

じて地元住民に避難勧告が当局から出されていたこと

それに地すべりの発生がちょうど昼前後であったことも

あって人的被害がはなはだ少なかったことは不幸中

の幸いと言わねばならない.

現地を歩いてみると胡桃の村落をかこむように滑落

崖がありその落差は最も大きいところで35～40mに

達している.地すべり被害地の形は北西一南東方向

に長辺を向けた矩形を呈し長辺の長さは約1,300m短

辺の長さは約400㎜あり全体としては南方に押し出す

ような運動があったようである.地すべり地の頭部近

くにはまるで土柱のように岩塊カミ地層の層理を美しく

浮き立たせて林立しており南西側の輸廓カミ非変動地の

うえに泥土がのしかかったようにして終わっているのと

対照的である.岩塊の積み重なりかた･泥土の押し出

しかた･滑落崖の走りかた等から判断しさらに地元の

人の話を総合すると今回の地すべりは最初に北西側の

地塊が蜜ずすべりだしそれが次々と連鎖反応的に南東

側へ波及して胡桃村落背後のかつて亀裂が入って注

意が向けられ地すべり防止区域にすでに編入されてい

た地区に至って2度目の地すべりを誘発したものらし

い,なお北働側の滑落崖は大正12年の国見裏山の

地すべりの際に発生した主滑落崖の延長方向に当りだ

いたい双方がつながったような状態に至っだということ

は興味ある璃=実である.

誌を再び過去にもどすと昭和16年には胡桃の北東側

背後の岬やに亀裂か発生しその際の動きで耕地がかな

りの被害を受け学校および住居数棟が破損した.ま

た今から2～3年前にはやはリ胡桃北東方の裏山に亀

削鰯裂が入り地盤全体が村落のある位置を中心としで胡桃

川の方に南けて押されていた.このような条件下で�
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調桃地区

地すベロ

発生前の

空中写真

(点線内

は今回の

被災区域)

この区域一帯カ芸村落を中心として地すべり防止区域に指

定されており水抜きボｰリングその他の対策工事カミ行

なわれていた矢先に奥の方から土石が押し寄せてきて

しまったものである.

この地域に伝わる話として地元の人から聞いたのは

かって弘法大師が全国行脚の旅をされこの地にも立ち

寄られた.たまたま村の人に飲み水を乞うたところ

大師の旅姿の余りにもみすぼらしいので水も出さずに

追い立てた.大師はそのまま旅を続けられたがそれ

以後この地域には水が出なく狂ってしまったというこ

とである.この地域は岩質から考えてもたしかに井

戸を掘っても水が出ない所で飲み水はすべて谷川の水

にたよっている.最近では谷川の水源近く4カ所か

ら塩化ビニｰルの管を引いて各戸に給水していたが雨

が降り谷川の水が濁っても水源の水は決して濁ら荏か

ったとのことである.しかし地すべりが発生する2～

療がダ!

･1㍗

航㌧

亀

�

滋

㌧

もし

が

∴

＼哨峨

讐

陰

り炊瑞

忽

専

〆地すべり舶

〆滑落慶

第｡､嵩湖

ノ■

螢㍗一ζ緯｡

療範

､､

､

㌔､

舳伽㎜､

一

､紳

ぎ

㍗�



一22一

3目前から急に1部の水源が濁りだして飲めたくなり

やむを得ず比較的濁りの少ない家から水をもらって用を

品さねばならなかった.

その他前兆めいた話では便所の扉が急にしまらなく

狂ったことやら家の中で何かカミ破損するよう和音がし

たというようなことカミある.しかし早春の融雪期や

梅雨ときには毎年きまって多少の動きを示してきたた

めもう慣れっこになってあまり気にかけ粗かったよう一

である.なおこの地域に分布する岩石は凝灰岩の

層を2～3枚はさむ凝灰質の泥岩層で全体として南東

に10～15｡傾斜する単斜構造を示すが頭部滑落崖付近

から石川県境にかけては背斜構造の頂部になる関係で

かなり浪曲している様子である.このような地質構造

に支配されて地形は美しいケスタを形成しており今

回の地すべりはケスタ流れ盤上の岩盤内部にすべり面

をもつ典型的な属すべり型の地すべりである.

国見の地すべりと滑落崖が頭を揃えたことといい地

すべりの範囲がだいたい同じくらいであることといい

両者をあわせて考えると背斜軸付近は侵蝕に対する

抵抗が最も弱い部分であって地すべりのきっかけもこ

の付近で作られるという考えか夜が支持される,その

発生条件から次にはすでに山中は亀裂の認められる閏

見と胡桃の両地すべり地にはさ蜜れた山カ蔓欝戒されね

ばならないだろう｡

2.新潟県能壷町⑳崩災

新潟県能生町を幸心とする爾頚城地方一帯は古くか

ら地すべり地帯としてその名が知られておりごく最近

では38年3則こ小泊地内で発生しヂ地質黒泓一ス｣

N0･105にも紹介された大地すべりが記憶ぽ空冷しい.

今年に入って?肩蟻資から降り始めた爾は霧週間連続

しその間600聰鰍の降水量が記録され彪が&くに7月

17目の100m㎜以上虹達する豪雨によって大小とり塞

章61カ所の崖くずれ1山くずれ1地すべり等あらゆる

種類のミ崩災ガが発生し夜､その申で目立ったものを

記す.

新戸地区では7月17目午前8時30分頃村落裏手の

山の中腹に亀裂が入ったという連絡が関係当局にあった

のが皮切りである.亀裂は全長800mに達して18目午

後5時遂に崩壊した.そうして崩壊生成物は多量の

鰯

①曲｣桃地すべ

地の全景

､一,灘

②北悩側滑落塵と滑醐地塊(湖桃)�
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湧水や降水とまじり合って泥流となり谷間を除女に流

れ下って村落に達し19目午後2時に最初の家が押し倒

され以後次女と合計12戸の家屋が押し倒された.災

害は20目午後5時にいちおうおさまった.

現地を歩いてみると亀裂の発生した個所は新戸の

村落に流れてくる向田川の谷頭に相当し泥流は2つの

支谷を流れおりて合流し銚子の口のような谷の狭窄部

で一たんせき止められそこから泥流があふれ出したよ

うな形で村落に達している.中込沢･長畑沢という2

つの支谷の間にはさまれて泥流におそわれなかった部分

の水田はかなりずり落ちて無数の亀裂があり谷頭の

亀裂の付近にも地表カミかなり荒らされている.さらに

今回の地すべりで新しく新戸一寺山間を連絡する町道

の峠付近に亀裂が発生した.この新しい亀裂がこれか

らどのように発達するかおおいに警戒しなけれぱなら

なv･と児玉う.

いままでの記録では新戸付近では地すべり現象がし

ばしば認められていたがとくに昭和7年11月ユ7目の夕

⑧

新戸地

区の空

中写真

(防衛庁

撮鰯)

(園並防

災料学

技術セ

･ンタ}

保轡の

もの)

③北酉側滑落崖上から北東側滑落崖をみる(胡桃)

灘…蟻鰯,一

衝地すべ夢飽肉の水濁1嚢縫趨鰯没

鰹製籍塗で蒲麟篶苑陥没部1こ1ま水揚童綴噸でを･る(潮撚)

⑤隆起地塊周縁の水困の滑落状況(胡沸)

⑥地すペリ末端で泥流が道路にのしかかっている(胡桃)�
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家婁戸が破損し

別の変動もなく

メ!走向及ぴ傾斜

/ギ背斜軸

,!㌣向斜軸

現地は標高200mの山腹斜面の約7

合目の所にまで家がその斜面にへぱりつ

凡例

いているという条件で背後の山の山頂

〔岩質上の特長〕

沖積層付近から約40mの落差をもって岩盤がブ

段丘礫層ロック状に滑りおちている･滑動地塊

火山岩類のうえには無数の亀裂が走っているカミ

西山層〔上部〕桃に舶角砂質鵡地すべりが豪雨の末期にあったこと山

西山層〔下部〕おもに灰色泥岩砂泥互層を挟む頂付近で湧水に乏しい地区であったこと

椎谷層おもに瀦礫岩凝鵬㈱から新戸地区の場合のように泥土が谷

互層を挟み側方変化が著しい

寺油層州｡黒色泥岩まれに砂岩を鮒は沿って数王00欄も流れおりなかった｡

ていれば被害はもっと大きかったるう

②鷲尾

と思わせる｡

ダ

連続的降雨はよって村落の周辺に亀裂が発生して入

水蘭の一部が施された｡その後は格

現在に到ったものである,独船泥

土が籍しく流動性を帯びていたためぽ地元民は土のうを

防塁に積んで泥土の侵入を防い淀がそれも遂に破られ

た.練財道具赦ど泥土の来襲を目前はしながら気

音わしくもいち湯う艦ぴ去って避難することができ花た

め人的被害の少なかったのが幸いであった｡

鷲尾地区では亀裂が入っていたものがやほり7月18

目に拡大し地元昆総出で欝戒していた&ころ2蝸午

後10時30分遂に崩壊しそのためぽ住家2戸非住家至

戸が押し流された由

鵡棒小学校襲の滑落崖･

面および地層の風化状況

すべり

棲遺から串野Qに至る遺跨に沿っ

てはやはり今固地すべりが発生しているがこの方は佳屠

に対する脅威が全く狂かったために詳しい発生状況は

わからない,しかし泥土は非常に流動しやすいもの

であったらしく地表を薄くおおって泥土が流れており

流れの中に中洲巷えも認められる生その他崩1高窟1

下倉･大平誇でも亀裂が新た紀発生し次り実際崖く

ずれ等が起こったりしているがごこでは記述は省鵬し

ておこう.

この地域の地質は第凄図に示したがこの申で寺泊劇こ属

する黒色泥岩はもともとやわらかい岩石であるうえに

空気や水の影響によって細かい破片はなる性質をもって

いる吉良繭はって細かい破片となった風化黒色泥堵

が強く水を含み遂に耐えきれず1坤ら崩壊したのが

新戸地隊その他紀みられる地すべりと判断される.桂

遺の地すべりでは稚各層ぽ属する砂岩泥岩亙層の部分

と黒亀泥岩とで地すべり発生時における地すべり地

塊の挙動がは鶯き!川差別され砂岩泥岩互層は黒竜泥

砦に比較して流動性の泥土と匁りにくい｡漢だ黒色泥

⑧鯛

桃小学絞

の破損

と校庭の亀裂�
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岩が風化して軟化した部分ではわずかのきっかけで大

きな泥流を伴う地すべりを起こしやすく地すべりとはな

らたいまでも亀裂カ溌生しやすい.

能生谷地域でさきにあげた昭和7年の新戸の地すべ

り活動以外にも大正6年2月21目には小泊で発生し北

陸本線の線路を埋没して2日間列車を止めたもの明治

41年頃から岩平で毎年少しづつ動いたものなどがあり

その他昭和38年3月28目桂谷の奥ではこの地方であ

まり例がないと言われている安山岩の山頂付近に発生し

ている.さらに空中写真でも多数の記録にない地すべ

り地が検出できる.

今回の鷲尾地区の地すべりは6月16目の新潟地震の

影響ではないかと考える人もあるが地すべりと地震と

の関係について西頸城地方は貴重な資料を提供してい

る.理科年表によれば1751年5月20目(宝暦元年)

東経138｡北緯37.2｡付近を震央とするマグニチュｰ

ド6.6の地震(高周大地震)があり有名な名立の崩れ

をはじめとして名立村能生谷村一帯に山くずれが多

数発生したという記録があり現在認められる多くの地

すべり地の中に直接あるいは間接的にこの地震に関係

をもっているものが少なくないと思われその点で地

質･地形ともに非常によく似ている長野西方山地の地す

べり多数カミ善光寺大地震(弘化4年=1847年5月8目)

に関連をもってv'る事と対照的である.

3.崩災と地質

地質の方面から地すべり･山くずれ･カケくずれ等

⑨胡桃民家の倒潰

錦4図

の冬崩災"を扱う場合の基本的なみかたはそれカミ地

質現象の五つであり陸地がしだいに侵蝕･開析･削磨

されていく過程の中にあらわれる現象の1部分であると

いうことである.この考えかたでかつて筆者がr地

質ニュｰス｣No･エ04の中で多少崩壊現象の研究につい

て触れてみたがここでは言い足りなかった点を補足す

る意味で若干問題点を述べてみたい.

地球上のあらゆる場所は少なくとも空気と水の影響

を受けている限り常に風化･侵蝕作用を受けている.

しかしその風化侵蝕作用の受けかたは地面を作っ

ている岩石の種類によって違いまたその岩石カミ分布し

ている場所の気象条件および地形条件でまた変化がみ

られ近頃では人為条件の差が大きな因子と狂ってきた

ようである.しかし気象条件と人為条件とを別にす

れば地形と地質とは密接に結びついているので地形

⑩胡桃原道わ

きに見られる1岩盤内σ)亀裂�



一26一

目本の表層地質区分

φ
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脚"1礫拙の部分にlllくザれカケくずれが歩い火山地(概泉･

"固拭箏一)の褒炊俳11】に火11I竹地一'.べりが､拠められる

台地胴辺や平地〕虫'1'る高1;分にがケくザれがあるとく1二泥岩を=1王

とする地肺や渥炊朴を挟む地舳こは地十～1が多く地炊舳註に応

じて岬一''ぺ}醐“例･舳桃〕の処すぺ｡も淵.められる

lllくザれ地手ぺ叩

ともに概して地域佛が身1亘鮒に大きい

西南同ホ内排蛆1木では深部1風化地物帖り紳.記1片洲の1椰

幽片樹千枚瑞花腕岩郭で■lIくずれの生い地域となる

藺尚[1堆外脩のうちfム倣佛以北では鮎I冊1片燃の三郷繊片蝪㍗

枚岩棚二地サベりが火中Lカケくずれも歩い

西南11本外淋のうち仏他鰍以南では大畑概なll■ぺ{･れ秘銘ぐI,;

く1㌍'■瓜斗1二胞弔宇とな西

1豊箒柿瓢鱒二重11j鵬鎧111;:1'滞::鮒燃葬む文,1､

醐肋地'''へ1〕川に杣当〕嚇㈱の生い地域飼胴･州･{yは手1コ

峠)が.協め13れる

と地質条件の双方を指定すればそこに概念的に崩壊の

型が推定で書るものである,

地質構造からみて最も強く侵蝕作用を受けるのは錦

三紀層の地帯では摺曲軸部をくに背斜軸および断層帯

であってもともと地盤ぽ割れ員の集申しやすい個所で

ある山錦五の例にとりあげた胡桃地隊にしても富山

一石川県境の山脈ぽ沿って新第三紀層の背斜輔が勅り

この地帯に地すべり滑落崖に相当する地形かたくさん検

出できた1つ地すべりの記録が残っているものの多くは

この背斜軸という紳jれ周の燦巾しやすい条件はあるため

である･鰻見の地すべ1)滑落崖と今厘ゆ胡桃亭)滑落崖

が頭を揃えたというのも決して偶然では扱い,

岩質からみると強く侵蝕作用を受ける岩石は特別

の結晶片岩･千枚岩･

準片岩･変質して粘土

状となった火山岩など

いろいろの場合がある

が西頸城地方のよう

だミ黒色泥岩"の層も

その例である.この

ような岩石の分布する

所では地形さえ許せ

ぱどこでも地すべり･

山くずれ･カケくずれ

等ミ崩災"を起こす可

能性がありかりに範

囲を決めて何らかの危

険地帯を指定するなら

ば現実に地すべりな

らば地すべりがある地

区だけを限らず周辺

全体同じような地質

条件地形条件にある

所を組み合わせた地域

すべてを指定せねばた

らぬような事態を生ず

るであろう.

今後ミ危険地域"

を指定するようだ場合

その方法として地形条

件は空中写真判読に

よりじゅうぶん考究で

きるとみられ残る地

質条件については岩

質的な摘出法構造的

な摘ψ法についてとく

に岩質的な再検討が必要とみられる｡

最後にr地質エ狐一刈N0｡至工2上で筆者が述べてみ

た員本㌘)表層地質区分図をとくに崩災との関連から再

掲し今後の参考に供したい岨

(難讃は地質部熔舳也衡灘吉秘鮒納糊･繍襲)

渉本稿を箪するに幾って鼓磐にしたおもな文献は次のとお

りである

嬉.

�

!山1コ村慶三郎:1ふ脇(1噌利蔓卒)

刺1寸慶三郎:崩災と国土(照棚峰)

功ほか婁私:5万分の至地質問噌知潟｣抽

一〕:び説聞幾(刺=1｣行)

鱗'本信治はか5笛:地学No.3芝3州3⑪蔦

(l1納1二6年)

漸潟1黒地質劇(蝸利30年)�
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萎蝿

⑭泥流が谷を流下した跡

きわめて流鋤性1こ當む竈)に注意(新戸)

⑫新戸付近風化した泥岩の露頭

⑲控遺の地すべり

泥流の流動状況に注意

冊'

､一葦珪､'

1議､

灘

講,1

⑭癖届

滑海崖

を

側方からみる�


